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1996『マキノ都市計画図 1 : 2500』より引用加筆）















































































５）「村の日記」研究会は関西学院大学社会学部が中心となった 21世紀 COE プログラム（「『人類の幸福に資する社
会調査』の研究」2003-2008）の研究プロジェクトの 1つであった。



































































































































































































































































年月 西暦 内容 備考 種類 文書番号
1 文化 2年 1804 国役割賦高掛りにつき尋ねることがあれば村役人の内 1人、16日 9ツ時までに来るように通達 全国触 1-10













4 文化 5年 2月 1808
文化 3年琉球人参府御帰国の道中人馬継立、そのほ
か諸入用につき高掛り 100石につき銀 16匁 3分を
来月 29日までに京都御役所へ納めるよう通達
全国触 1-10
5 文化 5年 11月 1808 柳澤新五郎殿御家老職御免、御一族に／次の家老に豊原権左衛門様が就任 藩触 1-10
6 文化 5年 11月 1808 朝鮮通信使来聘につき京都御奉行様へ国役金持参 全国触 1-10
7 文化 9年 3月 1812 殿様が国許へ帰ることを許され、御馬御巻物を拝領 文化 11 年の記述 藩触 1-13
8 文化 10年正月 1813 殿様に御男子誕生（名前は将八郎様）、男女でマサの字を使わないよう通達 藩触 1-13
9 文化 12年 2月 1815 代官園崎園平様お越しにつき、前日御役所様より触通達 藩触 1-13
10 文政 4年 5月 1821 関東筋川普請御用仰せつけられる（知内村は 4貫587匁を負担→海津役所へ納める） 全国触 －
11 天保 9年 1838 白髭大明神にて殿様御病気御全快のお祈祷 藩触 －
12 天保 9年 6月 1838 殿様御病気養生かなわずご逝去につき鳴物停止 藩触 －
13 天保 15年 1844 郡山柳町八幡宮造営につき寄進 藩触 －
14 嘉永 2年 2月 1849 殿様家督相続 藩触 －





16 慶応 1年 1865 長州一件につき公方様大坂表へ御進発につき鳴物停止 全国触 －
17 慶応 2年 1866 日光御法会につき村高書上げ／助郷人足 全国触 1-35












































している（表 2）。それでは［表 1］と［表 2］を
見ながら「触留帳」と「記録」の両方に記載のあ
［表 2］知内区有文書の中の「触留帳」
文書番号 文書名 記載年代 備考
1-2 〔触留帳〕 天明 5～8年（1785～1788）寛政 1～11年（1789～1799） 前後欠カ
1-6 御公儀様御地頭様御廻文奉拝見写帳 寛政 12年（1800）
1-7 〔触留帳〕 寛政 12年（1800）享和 3年（1803）、文化 1年（1804） 前後欠カ
1-8 〔触留帳〕 寛政 12年（1800）、享和 1年（1801） 前後欠カ





1-25 御触写 天保 13年（1842） 御触写と書いているが、内容は御条目
1-31 御触書写永代付留帳 慶応 2年（1866）
1-33 〔触留帳〕 寛政 11 年（ 1799）、享和 1～ 3 年（1801～1803） 帳外れ／1-2・1-7・1-8と続きカ
1-35 臨時御触写附留帳 慶応 2～4年（1866～1868）
1-40 御触書写 明治 3年（1870）
















































































山藩の領地は、大和国 6郡、河内国 1郡、伊勢国 2郡、近江国 5郡にまたがる計 15万石余であり、それぞれ和
州河州手・金堂手・海津手・四日市手の地域に分けて支配していた。近江国飛地領は湖西と湖東に分散してお
り、郡山藩は飛地領役所として高嶋郡・浅井郡（53ヶ村）に海津役所を設置して、支配をおこなっていた。























































































































件数 年月日 西暦 事案 押印
1 天保 4年 5月 1833 大般若御祈祷之事改 安養寺・海蔵院、組頭 6人（但し押印は寺院 2ヶ寺のみ）
2 嘉永 7年 12月 1854 御囲米預り覚 庄屋・年寄（2人）・組頭惣代（2人）の押印
3 明治 5年 1872 知内村三ヶ寺檀家数書上 確認印としての割印（戸長印カ）
4 大正 8年 5月 9日 1919 水路抱柵工事収支決算書 区長会計主任・代理者他 7名（但し印は主任個人印のみ）
5 大正 9年 10月 31日 1920 龕薦堂再建寄附金領収 総代（百瀬村大字知内総代印）
6 大正 9年 11月 2日 1920 龕薦堂再建費決算書 区長・代理者・小便（但し、印は区長個人のみ）
7 昭和 2年 1月 27日 1927「記録」第七号見返・年度区長としての確認印
区長・代理者（但し、印は区長個人印の
み）
8 昭和 5年 9月 1930 国勢調査票（写）六区世帯訂正印 区長もしくは調査員の印か
9 昭和 14年 3月 1939 愛国貯金募集合計金額等に関する訂正印 区長印か
10 昭和 14年 3月 21日 1939 代理者職務任期に関する協議員会での議案（写）欄外訂正印 区長印か
11 昭和 21年 2月 1日 1946 協議員・隣保組合合同協議会村入承認保証人印 保証人印（区長個人印 2ヶ所）
12 昭和 30年 3月 2日 1955 五ヶ字区長会議案（原山売却収支等）貼付割印 知内共栄組合長印・区長個人印





14 昭和 35年 10月 26日 1960 知内婦人会再発足総会通知状（各組合長宛）（丁間に挿入の文書） 区長印および 12顆の契印
15 昭和 35年 6月 20日 1960 排水溝構築設置通知文控割印 契印 3顆（送付宛 3人分）





































（88丁表） （87丁裏） （87丁表） （86丁裏）
［図 3］知内村「記録」天保 4年（1833）部分（上）、押印部分拡大（下）

























































































































































































































































― ２８ ― 社 会 学 部 紀 要 第133号
A Description of the Village Diary
ABSTRACT
A document entitled Kiroku, which means record, has been passed down for over
270 years in a village located in Kohoku, Shiga Prefecture. In this paper, we refer to
this document as the Village Diary. It includes correspondence with public organiza-
tions and contains records of everyday events. What has enabled the Village Diary,
which documents relatively small-scale events, to be preserved? This paper examines
the Village Diary more closely, in particular, by noting what is not recorded in it.
Evidently, the entirety of what is not written is too much to grasp. Instead, in this
paper, through examination of what is written, we detect the traces of what is not writ-
ten, embedding these identified items in the context of each era, and extracting new
meanings.
Key Words: village diary, community owned documents, historical materials survey
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